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要旨 :　ヘルスリテラシーは，健康行動につながる重要な概念として位置づけられており，健康を考えていく
うえでかかせないキーワードとなっている．本研究では，保健師による育児期の母親のヘルスリテラシー向上
への支援に関する基礎資料を得るために文献検討を行うことを目的とした．4件の文献を分析した結果，アプ
リケーション・ソフトウェア（以下アプリという）の利用への母親のニーズは発育，発達に関連する内容で
あった．また，妊娠期から育児期に使用できるアプリは6年で約10倍に増加しており，母親がアプリを利用す
る機会も増えていることが示された．その機能は，多岐にわたっていたが，信頼性に欠ける情報も存在してい
た．また，食物アレルギーをもつ子どもを養育している母親は，子どもが食物アレルギーと診断されたことが
きっかけとなり，情報を入手し，利用することで，子どもの成長発達に伴い，ヘルスリテラシーが向上すると
報告されていた．さらに，10代の母親は，受け取った資料や助言を十分に活用できていないことや，若年であ
ることから制度を理解しづらいことも明らかにされていた．今後は，保健師や行政から提供される情報に関す
る母親のニーズを把握し，アプリやウエブサイトの利用状況や課題を踏まえ，保健師や行政からの情報提供の
あり方を検討する必要がある．また，情報を入手し，理解し，評価し，活用することを繰り返すことによりヘ
ルスリテラシーを向上させることができていたことをふまえ，ヘルスリテラシーを向上させる介入プログラム
を構築していく必要がある．
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Abstract :　Health literacy is considered an important concept that may induce health actions, and is thus an essential 
keyword for discussing health. This study aimed to discuss previous research to obtain information related to support 
provided by public health nurses for mothers in the child-rearing stage in order to improve their health literacy. As a result 
of analyzing four studies, it was found that mothers’ need for using different apps was related to the growth and 
development of their children. The number of apps that had been used throughout the pregnancy and child-rearing stages 
increased approximately tenfold over the past six years, suggesting that mothers had more opportunities to use such apps 
in recent years. While the functions of such apps varied, it was found that they also contain unreliable information. In 
addition, it was clarified that mothers of children with food allergies showed increased health literacy corresponding to the 
growth of their children, because they began to obtain and use information after their children were diagnosed with food 
allergies. Furthermore, it was found that teenage mothers did not sufficiently use the materials and advice they obtained 
and had difficulty understanding the support system due to their young age. In the future, it will be necessary to discuss 
optimal information services provided by public health nurses and administrative organs, based on the needs of mothers 
for such information and the problems in using different apps and websites. In addition, since health literacy can be 
improved by repeatedly obtaining, understanding, evaluating, and using information, it is necessary to develop an 
intervention program to improve health literacy.
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はじめに
　健康や医療に関する情報を入手，理解，評価，
活用して健康行動に結びつくよりよい意思決定が
できる力であるヘルスリテラシーが健康を決める
力1）として注目されている．ヘルスリテラシーの
概念は，1990年代に開発されて以降，急速に研究
がされており，健康行動につながる重要な概念と
して位置づけられている．近年，健康を考えてい
く上でヘルスリテラシーはかかせないキーワード
となっている．
　ヘルスリテラシーに関する研究には，中学生2）

や女性労働者3）を対象としたヘルスリテラシーの
尺度開発がなされている．ヘルスリテラシーとの
関連研究もなされ，例えば，高齢者においては，
ヘルスリテラシーが高いほど生活範囲が広いこと
が明らかにされている4）．また，勤労者において
は，ヘルスリテラシーの高さと運動の実施5）や健
康相談等を受けること6）との関連があることも明
らかにされている．さらに，年齢が高い者，健康
状態が良好な者，他の役割がある者は，ヘルスリ
テラシー尺度の得点が高い7）という結果も得られ
ている．つまり，ヘルスリテラシーを高めること
は，望ましい健康行動につながっているというこ
とが示唆されていた．
　多田ら8）は，育児期における母親のヘルスリテ
ラシーを測定している尺度に関する国内外の研究
を対象に文献検討を行っている．その結果，我が
国の育児期の母親を対象とした尺度はみあたらず，
ヘルスリテラシーとの関連性に関する研究には，
成人を対象として開発されたものが用いられてい
ると報告されている．ヘルスリテラシーとの関連
には母親の年齢や教育，社会経済的状態，子ども
への薬の投薬方法，子どもの睡眠状況や疾患の症
状，重症度などが挙げられていた．健康や医療に
関する情報はもちろん，子どもとのつながりを重
視した育児に焦点をあてた，母親の育児に関する
ヘルスリテラシーを適切に把握するため，母親を
対象としたヘルスリテラシーの尺度の開発が必要
と示されていた．
　母親のヘルスリテラシーを促進することで，情
報を利活用し健康になるための意思決定ができ，
健康行動につながる．特に育児期の母親のヘルス
リテラシーが向上することで，育児不安や困難感

が解消され，児童虐待などの解決につながるので
はないかと考える．母親のヘルスリテラシーの支
援には，妊娠期から関わることができる保健師が
担うことが望ましく，果たす役割は大きい．
　しかし，これまで育児期の母親のヘルスリテラ
シーに関する研究は少なく，さらに，保健師によ
るヘルスリテラシーを向上させる支援方法に関す
る研究はみあたらない．そこで，本研究では，保
健師による育児期の母親へのヘルスリテラシーの
向上への支援に関する基礎資料を得るために文献
検討を行うことを目的とした．

1．方法
　2020年8月に，「医学中央雑誌」「CiNii」Web版
を用い，ヘルスリテラシーを，母親，妊婦，育児，
乳幼児，妊娠のそれぞれに andで組み合わせて検
索した．2010年から2020年までの期間に得られた
120件のうち，ヘルスリテラシーについて明確な
言及がないもの，母親に特化した結果がないもの，
また重複している文献を除き，育児期の母親への
支援でヘルスリテラシーについて記述してある4
件9）10）11）12）の文献を分析対象とした．対象とし
た文献4件について，研究内容を類似性に基づき
分析・分類し，今後の研究課題について概観した．

2．結果
2. 1　文献の概要 
　4件の文献は，妊娠期に関するものが1件，2，3
歳児をもつ母親に関するものが1件，食物アレル
ギーの子どもを養育している母親に関するものが
1件，妊娠届をした10代妊婦に関するものが1件で
あった．妊娠期から育児期の母親や特定の疾患を
抱える子どもを養育している母親であった．

2. 2　アプリやウエブサイトを利用している母親
のニーズ
　井田ら9）は，2，3歳児をもつ母親の育児情報
ニーズをソーシャルメディア上で発言された内容
から単語の出現頻度で分析した．2歳児は「子」
「保育園」「トイレトレーニング」「幼稚園」「言
葉」の順に多かった．また，「言葉」を含む発言
内容を分析した結果，「理解」「遅れる」「遅い」
「遅れ」といった単語が出現していた．3歳児をも
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つ母親の育児情報ニーズになると，「幼稚園」「教
える＋したい」「トイレトレーニング」「 3 歳」
「娘」「息子」「保育園」の順に多かった．また，
「幼稚園」という単語に注目して，どのような表
現の中で用いられているかに注目して分析した結
果，「幼稚園」と「保育園」のどちらに入園する
か，どこの「幼稚園」を「選ぶ」という単語が出
現していたと報告されていた．

2. 3　妊娠期から育児期の母親が求めている支援
の現状
　中村ら10）は，妊娠期に使用できるアプリに焦
点をあてその実態を調査し，妊婦の情報源やセル
フケア向上としてアプリの利用の可能性について
検討した．
　1）アプリの概要と使用時期
　Apple社が運営する App　Storeと，Google社
が運営する Google　Playのアプリのダウンロー
ドサイトで，2016年までに公開されたアプリを検
索された．「iPhoneのみ」「Android アプリ」と
「妊娠」をキーワードとし，そのほかの制限は設
けなかった．ゲームを除いた日本語表記の妊娠期
に使用するアプリを選択した．iPhone用アプリ
と Android用アプリで重複するものは同一アプリ
とし，2016年までに公開されたアプリのみを対象
とし，最終的に223件であった．2009年以前に作
成されたアプリはなく，初回登場は2010年であっ
た．2010年に作成されたアプリは7件だったが，
2016年には72件作成されており，6年で10倍以上
に増加していたとしている．
　使用時期別に分類した結果，妊娠期のみが136
件，妊娠前から妊娠期が9件，妊娠前から育児期
が12件，妊娠期から育児期が66件であった．妊娠
前に使用できるアプリは排卵日予側や基礎体温記
録などいわゆる妊活に関するものが多く，育児期
まで使用できるアプリは，育児に関する情報を提
供したり母親同士で質問・相談したりするものが
多い特徴があったとしている．
　2）アプリの使用目的
　該当したアプリの使用目的を分類したところ，
カウントに関連するもの，知識提供に関連するも
の，記録に関連するもの，社会性の構築に関連す
るもの，娯楽に関連するものの5つの機能に分類

されていた．
　カウントに関連するものには，妊娠週数（75
件），陣痛間隔（22件），胎動（10件）が含まれて
いたとしている．妊娠週数や陣痛の時間や陣痛周
期を表示したりできるなど数に関する機能であっ
たとしている．陣痛に関して家族や病院と情報を
共有できる機能もあった．知識提供に関連するも
のには，妊娠知識（63件），児成長知識（38件），
制度・サービス（33件），準備物知識（26件）が
含まれていたとしている．妊娠に関することが胎
児の絵と文章で説明が表示される機能が多かった．
また，制度やサービス，手続きについて情報提供
を行ったり，特定の地域住民に向けた機能もあっ
た．記録に関連するものには，メモ（31件），身
体記録（44件），心理記録（9件），健診（23件）
が含まれていたとしている．妊娠経過がわかる計
測値を記録し可視化できたり，妊娠期のトラブル
の有無や程度を記録する機能もあった．また，健
診結果を記録するための機能や，妊婦健診の予定
を入力しカレンダーに表示できたり，医師への質
問事項を記載する機能もあった．社会性の構築に
関連するものには，母コミュニティ（17件），夫・
家族・友人（14件）命名（5件），その他（1件）
が含まれていたとしている．妊婦同士が，質問・
相談・返信することができたり，知り合うことが
できる場となっていた．妊婦以外の家族や友人が
アプリの内容を共有できるものや，妊婦が記録し
たものを，電子媒体を通して共有できる特徴が
あった．娯楽に関連するものは，写真・動画（12
件），音楽（17件），ヨガ（4件），その他（9件）
が含まれていたとしている．写真・動画を加工し
て保存できるものや胎児心音をスマートフォンに
録音できる機能も含まれていたとしている．

2. 4　食物アレルギーの子どもを養育する母親の
問題と対処行動
　八尾ら11）は，食物アレルギーの子どもの母親
が直面する問題と対処行動に関する研究では，食
物アレルギーの子どもの母親9名を対象にしてお
り，子どもの平均年齢は７歳であった．子どもの
アレルギーの原因食物数は，診断時平均6.3個，
調査時平均3.3個であった．発症時期は平均生後
6.3か月，診断時期は平均生後7.4か月であった．9
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名中6名がアナフィラキシー症状を経験しており，
全員が食物アレルギーの子どもの養育が初めてで
あった．
　食物アレルギーの子どもを養育する母親が直面
した問題は「疾患や治療に関する情報の入手困
難」，「アレルギー症状出現への不安」，「治療に関
する負担や困難」，「家族や友人，町内等の理解と
対応に関する困難」，「園・小学校の理解と対応に
関する困難」の5つであった．また，母親の問題
への対処行動として「食物アレルギーに関する情
報の入手」，「入手情報に沿った対応策の実践」，
「考案した対応策の実践」，「家族や関係者への説
明と対応の依頼」，「子どもに疾患や治療等を説
明」の5つにまとめられており，母親が問題を解
決するために，情報を入手し，理解し，活用する
ことで対処できたことが示されていた．

2. 5　若年母親の育児の状況について
　林ら12）は，10代母親のニーズを把握し，今後
の母子保健施策の基礎資料とすることを目的に，
妊娠届出をした10代の妊婦にインタビュー調査を
実施した．その結果，10代母親は，情報を選択す
る能力の低さや，医療や育児に関する知識不足が
あった．また，受け取った資料や助言も十分に活
用されておらず，制度があるにも関わらず利用さ
れていないことが明らかにされた．子育てに関す
る制度がわかりにくい，予防接種のすすめ方がわ
からないといった制度やシステムを利用するハー
ドルの高さや若年であるという劣等感があるため
子育てに関する教室に参加しにくいといったサー
ビスとニーズの相違もあった．また，生活や社会
的基盤が弱く，夫の関係や経済的なことについて
不安や心配があり，教育や経済的支援の必要性を
語っていた．一方で，育児について楽観視できた
り，夫の気持ちを察したり，妹弟の世話の経験や
体力があるという育児をする上での強みについて
も語っていた．また，母子健康手帳交付時の保健
師のことを覚えており，保健師の存在はすごく心
強いと語る母親もいたとしている．

3．考察
3. 1　アプリの利用状況
　中村らが分析したアプリに関する調査10）では，

2010年に作成されたアプリは7件に対し，2016年
には72件作成されており，6年で10倍以上に増加
していたことが明らかにされた．このことから母
親がアプリを利用する機会が増えていることもわ
かる．母親のアプリの使用には，発育・発達に関
する内容や妊娠経過を記録したり制度やサービス
などの知識を得たり，母親同士の交流や母親以外
の家族や友人がデータを共有できたりする内容が
あった．また，写真や動画を加工できる内容も
あった．これらの多様な機能は，母親が簡単に情
報を入手できるツールとしてはよいが，一方で，
母親同士が質問や不安を共有するような内容には，
専門家が介入していないアプリも存在していた．
母親が簡単に情報を入手できるツールであるアプ
リやウエブサイトなどの利用状況や課題を把握し，
医師や保健師などの専門家が情報を適切に判断し
提供していくことも必要と考えられる．また，井
田9）らも述べているように，母親が必要な情報を
入手し，情報を評価し選択でき，意思決定ができ
るためのヘルスリテラシーを向上させていく支援
が必要である． 

3. 2　支援が必要な母親について
　10代の母親は，行政や保健師から受け取った資
料や助言を十分に活用できていないことが指摘さ
れている12）．また，子育てに関する制度を理解し
づらかったり，子育て関係の教室に参加しづらい
ことも明らかにされている12）．しかし，これらは
10代の母親だけに言えることではなく，どの年代
の母親にも共通することではないだろうか．
　母子手帳交付時に妊娠中や出産後に関する多く
の資料を渡されるが，いつ，どの情報が必要なの
か分かりづらい．このことから，母親とつながる
最初の機会である母子手帳交付時の情報提供の課
題が明らかにされた．今後は，行政や保健師から
提供される情報が，母親にとって入手しやすく，
ヘルスリテラシーの向上につながるような，わか
りやすい情報提供のあり方について検討しなけれ
ばならない．一方で，保健師の存在を覚えており，
保健師の存在が心強いと感じている母親もいた．
保健師の存在は，母親が育児相談をする動機付け
となり，ヘルスリテラシーを向上させる第1歩と
なっているのではないかと推察される．
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　八尾ら11）は，食物アレルギーと診断されてから，
成長とともに関わる人や関係機関が多くなってい
く過程の中で，母親は周囲に合わせた対応や予防
策を考えることで多くのヘルスリテラシーを獲得
していくことができたと述べている．食物アレル
ギーをもつ子どもを養育している母親は，子ども
が食物アレルギーと診断されたことがきっかけと
なり，情報を入手し，利用することで，子どもの
成長発達に伴い，お互いのヘルスリテラシーが向
上していた．食物アレルギーなどの疾患や支援が
必要な状況がヘルスリテラシーを向上していく動
機となっているのではないか．
　一方で，育児に関する情報収集は，子どもの心
身ともに絶えず変化していく発達に応じてその都
度，情報を収集する必要があり，常に新しい情報
を求めているため，ヘルスリテラシーの積み重ね
ができず，ヘルスリテラシーが向上することにつ
ながらないのではないかと推察される．しかし，
月齢に伴い成長，発達する子どもへの母親が希求
する育児に関する情報が変化するため，必要な情
報を得るヘルスリテラシーは必要不可欠である．
情報収集を行う動機があれば自然とヘルスリテラ
シーを獲得していくことが予測できるが，健康問
題の有無に関わらず，保健師として母親のヘルス
リテラシーの向上支援は必要であると考える．
　
3-3　研究の限界
　今回は母親をキーワードとし文献検索を行った
が，育児は母親と父親が協力し，それぞれの役割
を果たしていくことが必要であり，父親の存在は
とても大きい．今後は，母親とともに父親のヘル
スリテラシーについても研究を蓄積していく必要
がある．

4．結語
　保健師による育児期の母親のヘルスリテラシー
向上への支援の基礎資料を得るために文献検討を
行った結果，以下のことが明らかになった．
　アプリを利用する母親のニーズは，発育や発達
に関連する内容であった．また，妊娠期から育児
期に使用できるアプリは，6年で約10倍に増加し
ており，母親がアプリを利用する機会も増えてい
ることが明らかにされていた．その機能は，知識

を得るだけでなく，記録したものが可視化でき，
それを加工できるなど，多岐にわたっていた．一
方で，制度やシステムの情報提供はされているが，
活用されていない現状も明らかにされていた．ま
た，食物アレルギーをもつ子どもを養育している
母親の事例では，子どもが食物アレルギーと診断
されたことがきっかけとなり，情報を入手し，利
用することで，子どもの成長発達に伴い，ヘルス
リテラシーが向上していた．さらに，10代の母親
は，受け取った資料や助言を十分に活用できてい
ないことや，若年であることから制度を理解しづ
らく，子育て関係の教室に参加できないことも明
らかにされていた．
　今後は，保健師や行政の情報提供に関する母親
のニーズを把握し，アプリやウエブサイトの利用
状況や課題を踏まえ，保健師や行政からの情報提
供のあり方を検討する必要がある．また，情報を
入手し，理解し，評価し，活用することを繰り返
すことで，ヘルスリテラシーを向上させていたこ
とを踏まえ，ヘルスリテラシーに関する研究を蓄
積し，ヘルスリテラシーを向上させる介入プログ
ラムを構築していく必要がある．
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